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  （百万円未満切捨て）

１．平成31年３月期第３四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

31年３月期第３四半期 111,451 11.2 26,007 112.3 25,783 121.3 16,857 184.7 

30年３月期第３四半期 100,233 △33.0 12,252 △65.8 11,649 △67.1 5,920 △74.7 
 
（注）包括利益 31年３月期第３四半期 16,588 百万円 （172.3％）   30年３月期第３四半期 6,092 百万円 （△73.3％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

31年３月期第３四半期 170.91 170.89 

30年３月期第３四半期 60.09 60.04 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

31年３月期第３四半期 427,322 225,438 52.8 2,285.49 

30年３月期 430,287 216,701 50.4 2,197.75 
 
（参考）自己資本 31年３月期第３四半期 225,438 百万円   30年３月期 216,690 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

30年３月期 － 40.00 － 40.00 80.00 

31年３月期 － 40.00 －     

31年３月期（予想）       40.00 80.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 155,300 17.0 27,000 93.8 26,300 100.7 17,400 155.9 176.48 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

当社グループは、業績管理を年次で行っていることから、通期連結業績予想のみを開示しております。 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 有    

除外  1社  （社名）ＰＧＭホールディングス株式会社 

（注）詳細は、添付資料Ｐ.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）」をご覧下さい。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有    

（注）詳細は、添付資料Ｐ.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 (３) 四半期連結財務諸表に関する注記

事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧下さい。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 有    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

（注）詳細は、添付資料Ｐ.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 (３) 四半期連結財務諸表に関する注記

事項（会計方針の変更）」をご覧下さい。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年３月期３Ｑ 99,809,060 株 30年３月期 99,809,060 株 

②  期末自己株式数 31年３月期３Ｑ 1,170,037 株 30年３月期 1,212,969 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期３Ｑ 98,631,136 株 30年３月期３Ｑ 98,521,419 株 

 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の

業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に

当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想

などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。 

２．四半期決算補足説明資料は当決算短信開示後速やかに当社ホームページに掲載します。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、企業収益や雇用・所得情勢の改善を背景に個人消費も回復基

調で推移するなど、緩やかに拡大を続けております。 

遊技機業界におきましては、平成30年２月１日を施行期日として改正された「風俗営業等の規制及び業務の適正化

等に関する法律施行規則」及び「遊技機の認定及び型式の検定等に関する規則」（以下、あわせて「新規則」といい

ます。）の影響により、遊技機市場は引き続き低調に推移しております。新たな遊技環境へ移行しつつあるなか、遊

技機メーカー各社は、引き続き新規則に則した遊技機の開発を積極的に進めています。 

ゴルフ業界におきましては、ゴルフプレー人口の減少や労働力不足等の課題を引き続き有しており、ゴルフの更な

る普及に向け、若年層や女性プレーヤーの獲得、多様なプレースタイルへの対応及びゴルフ場運営の効率化等がより

一層求められています。 

このような環境下、遊技機事業におきましては「ヒット機種の開発に向けた発案の強化」及び「コスト削減・業務

効率化の推進」を、ゴルフ事業におきましては「商品価値の向上」、「中長期視点での安定的な運営」及び「ゴルフ

場運営の自動化・効率化の推進」を基本方針とし、各施策を推進いたしました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における業績は、売上高111,451百万円（前年同期比11.2％増）、営業利

益26,007百万円（前年同期比112.3％増）、経常利益25,783百万円（前年同期比121.3％増）、親会社株主に帰属する

四半期純利益16,857百万円（前年同期比184.7％増）となりました。 

セグメント別の業績は次のとおりであります。

（遊技機事業） 

遊技機事業におきましては、パチンコ機は「JAWS再臨-SHARK PANIC AGAIN-」及び「戦国乙女５～10th 

Anniversary～」等を発売し、販売台数は76千台（前年同期比２千台減）、パチスロ機は「パチスロルパン三世 世

界解剖」及び「パチスロ不二子 TYPE A+」等を発売し、販売台数は44千台（前年同期比33千台増）となりました。 

当第３四半期におきましては、当社グループの大型コンテンツとなるパチンコ機「ルパン三世～LAST GOLD～」及

び当社グループで初めての新規則機（「６号機」）となるパチスロ機「島漢-しまむすこ-」の営業活動を開始してお

ります。 

売上高及び利益面につきましては、主にパチスロ機の販売台数が前年同期に比べ増加したことにより増収増益を果

たしました。 

以上の結果、売上高45,135百万円（前年同期比32.2％増）、営業利益16,982百万円（前年同期比446.6％増）とな

りました。 

（ゴルフ事業） 

ゴルフ事業におきましては、平成29年７月に立ち上げたハイグレードゴルフ場ブランド「GRAND PGM(グラン ピー

ジーエム)」に、平成30年６月から桂ゴルフ倶楽部、利府ゴルフ倶楽部を追加し、合計11ゴルフ場として展開してお

り、さらに平成31年２月にPGM総成ゴルフクラブを追加しております。また、新たな取り組みとして、すべてのゴル

ファーの要望に対応できることを運営コンセプトとしたインドアゴルフ施設「PGMゴルフアカデミー銀座」の運営を

平成30年10月１日より開始いたしました。 

ゴルフ場のＭ＆Ａにおきましては、平成30年11月に２ゴルフ場と株式譲渡契約を締結し、平成31年２月より運営を

開始しております。 

売上高及び利益面につきましては、補充会員募集の奏効や前期取得したゴルフ場の貢献などの増加要因があるもの

の、第２四半期に発生した「平成30年７月豪雨」等の自然災害による影響により前年同期と同水準となりました。 

以上の結果、売上高66,316百万円（前年同期比0.3％増）、営業利益11,524百万円（前年同期比0.3％増）となりま

した。 
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（２）財政状態に関する説明 

（資産の部） 

総資産は、前連結会計年度末に比べ2,965百万円減少し、427,322百万円となりました。有価証券が5,319百万

円、商品及び製品が4,702百万円、投資有価証券が3,451百万円増加する一方、現金及び預金が9,441百万円、流動

資産のその他が2,841百万円、電子記録債権が1,117百万円、有形固定資産のその他（純額）が1,073百万円、建物

及び構築物（純額）が1,051百万円減少しております。 

（負債の部） 

負債は、前連結会計年度末に比べ11,702百万円減少し、201,883百万円となりました。未払法人税等が2,181百万

円、支払手形及び買掛金が1,324百万円増加する一方、長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）が

10,454百万円、固定負債のその他が2,395百万円、電子記録債務が2,204百万円減少しております。 

（純資産の部） 

純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の組み入れにより利益剰余金が16,857百万円増加する一方、剰余

金の配当により利益剰余金が7,889百万円、その他有価証券評価差額金が355百万円減少したこと等により、前連結

会計年度末より8,737百万円増加し、225,438百万円となりました。 

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の50.4％から52.8％となっております。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成31年３月期の連結業績予想につきましては、平成30年５月10日に公表した連結業績予想から変更はありませ

ん。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成30年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 41,405 31,964 

受取手形及び売掛金 8,607 8,045 

電子記録債権 2,744 1,627 

有価証券 44,839 50,159 

商品及び製品 2,934 7,636 

原材料及び貯蔵品 5,473 5,028 

その他 12,802 9,961 

貸倒引当金 △598 △453 

流動資産合計 118,209 113,970 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 66,307 65,255 

土地 201,995 202,157 

その他（純額） 14,281 13,207 

有形固定資産合計 282,584 280,620 

無形固定資産 7,127 6,923 

投資その他の資産    

投資有価証券 10,010 13,461 

その他 12,911 12,882 

貸倒引当金 △556 △536 

投資その他の資産合計 22,365 25,808 

固定資産合計 312,077 313,351 

資産合計 430,287 427,322 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,969 4,293 

電子記録債務 10,811 8,606 

1年内返済予定の長期借入金 35,228 29,575 

未払法人税等 2,663 4,844 

引当金 2,519 1,864 

その他 13,595 13,967 

流動負債合計 67,787 63,152 

固定負債    

長期借入金 87,888 83,087 

退職給付に係る負債 4,597 4,727 

その他 53,312 50,917 

固定負債合計 145,798 138,731 

負債合計 213,586 201,883 

 

- 4 -

㈱平和（6412） 平成31年３月期　第３四半期決算短信



 

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成30年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 16,755 16,755 

資本剰余金 54,858 54,863 

利益剰余金 146,187 155,154 

自己株式 △1,377 △1,331 

株主資本合計 216,423 225,441 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 519 164 

退職給付に係る調整累計額 △253 △166 

その他の包括利益累計額合計 266 △2 

新株予約権 11 － 

非支配株主持分 0 0 

純資産合計 216,701 225,438 

負債純資産合計 430,287 427,322 
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年12月31日) 

売上高 100,233 111,451 

売上原価 64,890 66,026 

売上総利益 35,342 45,425 

販売費及び一般管理費 23,090 19,418 

営業利益 12,252 26,007 

営業外収益    

受取利息 134 138 

受取配当金 41 38 

有価証券償還益 64 331 

売電収入 117 124 

原材料売却益 164 28 

その他 298 277 

営業外収益合計 822 940 

営業外費用    

支払利息 516 409 

支払手数料 119 47 

固定資産除却損 501 123 

災害復旧費用 54 396 

災害損失引当金繰入額 43 66 

その他 189 120 

営業外費用合計 1,425 1,164 

経常利益 11,649 25,783 

特別利益    

固定資産売却益 30 － 

新株予約権戻入益 0 4 

特別利益合計 30 4 

特別損失    

固定資産除却損 30 － 

投資有価証券評価損 45 － 

特別損失合計 75 － 

税金等調整前四半期純利益 11,603 25,788 

法人税等 5,683 8,930 

四半期純利益 5,920 16,857 

（内訳）    

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,920 16,857 

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 47 △355 

退職給付に係る調整額 123 86 

その他の包括利益合計 171 △269 

四半期包括利益 6,092 16,588 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 6,092 16,588 

非支配株主に係る四半期包括利益 0 0 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。 

 

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

当第３四半期連結会計期間において、当社の特定子会社であるＰＧＭホールディングス㈱及び当社の連結子会社で

あるパシフィックゴルフプロパティーズ㈱は、当社の連結子会社であるパシフィックゴルフマネージメント㈱に吸収

合併されることにより消滅したため、連結の範囲から除外しております。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

当社及び一部の連結子会社の税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算

しております。 

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、税引前四半期

純利益に一時差異等に該当しない重要な差異を加減したうえで、法定実効税率を乗じる方法によっております。 

 

（会計方針の変更）

（たな卸資産の評価方法の変更）

一部の連結子会社では、商品及び貯蔵品の評価方法について、従来、主として先入先出法を採用しておりました

が、第１四半期連結会計期間より、主として移動平均法に変更いたしました。この評価方法の変更は、管理システ

ムの整備を契機として、より迅速かつ適正な期間損益計算を行うことを目的としたものであります。

なお、この変更による影響額は軽微であるため、遡及適用は行っておりません。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年12月31日） 

   報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        (単位：百万円) 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結損
益及び包括利
益計算書計上
額(注)２ 

  遊技機事業 ゴルフ事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 34,132 66,100 100,233 － 100,233 

セグメント間の内部売上高又は
振替高 

－ 13 13 △13 － 

計 34,132 66,114 100,247 △13 100,233 

セグメント利益 3,106 11,494 14,601 △2,349 12,252 

（注）１. セグメント利益の調整額△2,349百万円には、セグメント間取引消去４百万円及び配賦不能営業費

用△2,353百万円が含まれております。配賦不能営業費用は、提出会社の管理部門に係る費用であ

ります。

２. セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成30年４月１日 至平成30年12月31日） 

   報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        (単位：百万円) 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結損
益及び包括利
益計算書計上
額(注)２ 

  遊技機事業 ゴルフ事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 45,135 66,316 111,451 － 111,451 

セグメント間の内部売上高又は
振替高 

－ 5 5 △5 － 

計 45,135 66,321 111,457 △5 111,451 

セグメント利益 16,982 11,524 28,507 △2,499 26,007 

（注）１. セグメント利益の調整額△2,499百万円には、セグメント間取引消去７百万円及び配賦不能営業費

用△2,507百万円が含まれております。配賦不能営業費用は、提出会社の管理部門に係る費用であ

ります。

２. セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。
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